
【令和５年度 公共事業評価監視委員会】

令和６年２月９日

建設部 道路整備課

川副中央幹線道路整備事業
（再評価）
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資料５



川副中央幹線道路整備事業の概要
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県庁

嘉瀬南IC
佐賀JCT
(仮称)

至 九州佐賀国際空港

文

佐賀東高等学校 文文

位 置 図
【起 点】

新郷本町交差点

【終 点】

川副福富交差点

北川副小学校

有明海沿岸道路
大川佐賀道路 L=9km



川副中央幹線道路整備事業の概要

3

事業概要

● 路線名 ：市道川副中央幹線

● 起 点 ：佐賀市新郷本町

● 終 点 ：佐賀市川副町大字福富

● 延 長 ：3.1km

● 幅 員 ：12.25m（片歩道）～ 18.0m(両歩道）

●全体事業費：46.0億円

● 事業期間 ：(当初)平成30年度 ～ 令和6年度

(変更)平成30年度 ～ 令和8年度

● 事業内容 ：改良工 L=3.1km ，函渠工 N=11基

用地買収 21,100㎡ ，物件補償 18件
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川副中央幹線道路整備事業の事業進捗見込み

〇事業期間 当初：平成３０年度 ～ 令和６年度

変更：平成３０年度 ～ 令和８年度（＋２年延長）

理由：有明海沿岸道路を整備する国土交通省との工程調整の結果

今後の見込み
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地盤改良

ＩＣ橋梁（下部工～上部工）

土工・舗装

（以降未定）

（以降未定）

地盤改良①②③

迂回路切替・撤去

１１号函渠

舗装・排水構造物（迂回路内） 迂回路撤去 舗装・排水構造物(IC取付)

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

水路付替

（市道横断部）

水路付替

（東側）

水路付替

（西側）

②③

■事業工程表（川副ＩＣ）

※川副ＩＣ橋の整備が令和7年～8年の予定



至 佐賀市街

至 川副支所

至

諸
富
Ｉ
Ｃ

至

空
港
東
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← 有明海沿岸道路 →

NO.119

川副ＩＣ橋
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川副中央幹線道路整備事業の事業進捗見込み

■STEP4 ＩＣ橋梁部拡大平面図

令和７年から整備予定である川副ＩＣ橋の橋台施工時に矢板打設位置が市道計画部分に干渉しており、
橋台施工時は暫定形で車両を通行させる。橋台完成後、ＩＣ取付部分を含めて市道整備を行う。（令和７～８年度）



川副中央幹線道路整備事業の必要性
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①右折レーンが無いため、交差点で渋滞発生
②学校近隣による通学路としての利用に対して、歩道整備不十分

当該道路の現状

① ②



川副中央幹線道路整備事業の必要性
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市道川副中央幹線 L=3.1km

(仮)川副ＩＣ

新郷本町
交差点

川副福富
交差点

(仮)川副IC開通：交通量増加
開通前：5,700台／日
開通後：8,500台／日

①交差点における渋滞の増加
（右折レーン無し）

②通学路としての利用に対して
危険性が増大(歩道整備不十分)

米納津
交差点

交差点に右折レーンを設置 歩道を設置

問
題
点

対
策

(新郷本町交差点付近)

両歩道区間 片歩道区間 両歩道区間 片歩道区間



川副中央幹線道路整備事業の必要性

現況断面図 計画断面図

【 交差点部 】
（新郷本町交差点）

【 交差点部 】
（新郷本町交差点）

右折レーン設置
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両側歩道 両側歩道右折レーンなし片側歩道



川副中央幹線道路整備事業の必要性

【 一 般 部 】

【 一 般 部 】

歩道設置 歩道設置

歩道設置
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（両歩道区間）

（片歩道区間）

現況断面図 計画断面図

歩道なし 歩道なし



川副中央幹線道路整備事業の事業進捗状況
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現在の進捗

新郷本町
用地交渉中

北川副町
用地買収完了

川副町
用地買収完了

工事中

(仮)川副ＩＣ

〇現在の進捗状況（令和５年１２月末現在）
・用地買収：全体 約２１，１００㎡ の内 約２０，０００㎡ 完了
・物件補償：全体 １８件 の内 ９件 完了
・函 渠 工：全体 １１基 の内 ２基 整備完了
・事業進捗率：約４０％（事業費ベース）
・新郷本町の用地交渉中
・有明海沿岸道路(仮)川副ICの工事に併せて、周辺の改良工事を実施中

地盤改良工・函渠工・道路改良工

起点 終点

工事中

先行盛土



川副中央幹線道路整備事業の事業進捗状況
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現在の進捗

(仮)川副ＩＣ

②

①バイパス区間整備中（先行盛土前） ②バイパス区間先行盛土

バイパス区間整備

①



川副中央幹線道路整備事業の事業進捗状況

12

現在の進捗

(仮)川副ＩＣ

④

③８号函渠迂回路 ④８号函渠（工事中）

③

迂回路

8号函渠

工事中



川副中央幹線道路整備事業の事業進捗状況
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現在の進捗
(仮)川副ＩＣ

⑤川副IC（工事中）※空撮

⑤
地盤改良工

川副ＩＣ

↑ 至 諸富ＩＣ

↓ 至 空港東ＩＣ



川副中央幹線道路整備事業の事業進捗状況
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現在の進捗

(仮)川副ＩＣ

⑦

⑥１１号函渠迂回路 ⑦道路改良工（拡幅工事中）

⑥

迂回路

11号函渠

工事中

道路改良工



川副中央幹線道路整備事業のコスト縮減
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(仮)川副ＩＣ

〇建設発生土の有効活用
・工事に伴い発生した建設発生土(掘削土･地盤改良盛上り土等)を
有明海沿岸道路の路体盛土として活用することで残土処分費の
縮減を図っている。
※令和５年度実績：約２，８００㎥

地盤改良区間



便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益 道路整備により走行時間が短くなることで得られる価値

走行経費
減少便益 道路整備により走行経費が減少することで得られる価値

交通事故
減少便益 道路整備により交通事故が減少することで得られる価値

事業の必要性の確認

16

費用（Ｃ）

事 業 費 建物の移転補償費、設計費、工事費等

維持管理費 供用後、50年間の道路維持費

事業の効率性確認のため、費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算出を行う。

費用便益比（Ｂ／Ｃ)とは？
一定期間（50年間）の事業効果を総事業費で割った値であり、１．０以上あれば、十分な費用対効果

が得られる事業であると判断される指標

※便益費の算出は「費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ（令和4年２月国土交通省）」に従い算出



事業の必要性の確認
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便 益（Ｂ） 45.17億円

走行時間短縮便益 41.51億円

走行経費減少便益 3.49億円

交通事故減少便益 0.16億円

費 用（Ｃ） 40.96億円

事 業 費
(用地費除く)

40.66億円

維持管理費 0.30億円

費用便益比 Ｂ／Ｃ＝１．１０

本事業における費用便益比（Ｂ／Ｃ）を算出した結果、Ｂ／Ｃ ＝１．１０となり、
１．０を上回ることから費用対効果が十分に得られる事業である。


